
・  国立大学法人 琉球大学（名誉教授 山川哲雄） 

・（株） 仲本工業（代表取締役 仲本豊） 

・（有） 長嶺総合設計（代表取締役 長嶺安一） 

・（株） 建造設計（代表取締役 山盛善貴） 

平成21年度～平成23年度 

（エネルギー/資源/安全） 



 
地震被害の軽減化と安全・安心のために 
耐震補強有り 

耐震補強無し 

1995年1月   阪神淡路大震災 
1995年12月 耐震改修促進法 
2006年1月   改正耐震改修促進法(1次) 
2011年3月   東日本大震災 
2013年5月   改正耐震改修促進法(2次) 

1995年 耐震補強技術の研究開始 
     （琉球大学 山川研究室） 
2009年 合成接合法の提案 

（日本建築学会東北支部災害調査報告速報より） 

（AFP/GETTY IMAGESより） 
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在来技術 
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ブレース 

鋼板 

① あと施工アンカーによる間接接合 
② 接着剤を用いた接着接合 
③ 無収縮モルタルによる摩擦接合 
④ ボルト・ナットを用いた直接接合 

ー 枠付き鉄骨ブレースの間接接合法 ー 

 
合成接合による枠付き鉄骨ブレース耐震補強法 

HC工法 
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合成接合法の先導性： 

各社各様の枠付きブレースを既存RCフレームに取り付けて 

一体化を容易に実現可能な合成接合技術の新規提案 

枠付きピン結合ブレース 枠付きピン結合制振ブレース 

各種枠付きブレースの設置が可能な合成接合法 

（交野市のホームページより） 
（飛島建設のホームページより） 
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山川研究室 
構成員（統括者）：山川哲雄 

・新しい接合法で合成接合される枠付き 
鉄骨ブレースの水平加力実験 

・補強設計式の提案 

・既存不適格建築物の耐震改修設計例 
・耐震改修設計マニュアルの作成 
・施工実験の計画・設計、準備計算 

（株）仲本工業 仲本豊 

・枠付き鉄骨ブレース製作 
・耐震改修施工マニュアルの作成 
・実建物への耐震補強の施工 
          （施工実験） 

設計図 
  鉄骨ブレース 
    製作依頼 

枠付き鉄骨 
  ブレース 評価 

耐震性能 
評価式 耐震 

改修例 

（有）長嶺総合設計 長嶺安一 
（株）建造設計 山盛善貴 

新合成 
  接合 
  の施工 実用化 

に関する 
諸問題の検討 

施工実験の検討 

 
研究／設計／施工からなる技術開発組織 

構造設計事務所 建設会社・ファブ 

大学 

大学を核に設計事務所と建設会社・ファブからなる技術開発組織 
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建築技術性能証明書・特許と普及組織の設立 

HC工法
研究会 

構造設計 
事務所 

建設会社・
ファブ 

HC工法研究会の設立 

• 設計・施工マニュアルの整備 
• HC工法研究会会則の作成 
• HC工法研究会への入会申込書 
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マンサード型 K型 

1976年竣工 

 
枠付き鉄骨ブレースの合成接合技術はほぼ100%完成 

X1通り Y1通り 1階(ソフトストリー層)の補強計画位置 
断面: b×D =450×450 

主筋: 12-D19  

(pg=1.70%) 

帯筋: D10-@150  

(pw=0.21%) 

450 

450 
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1.あと施工アンカー無しで枠付き鉄骨ブレース
を既存RC柱に鋼板、緊結ボルト、グラウト材
で取り付け一体化する合成接合法の具現化 

 
2.枠フレームが門形でよく、下枠が不要 

 
3.合成接合による既存RC柱の高軸耐力/高せ
ん断補強/高靭性 
 

4.ファブ工場での製作部材が増え、現場作業期
間短縮とコスト削減 
 

5.あと施工アンカー不要で低騒音、低振動、低
粉塵による工事現場の環境改善 
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1.合成接合法の普及 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.合成接合法の適用拡大 

（交野市のホームページより） 

・各社各様の枠付きブレース試 
 験体の加力実験 

ピン結合の枠付きブレース 

・ディテール及び設計上の検討 

・各社各様の枠付きブレース補 
 強へ合成接合法の普及 

・壁付柱試験体の加力実験 

・Ｘ、Ｙ2方向同時に合成接合 
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